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各政府と各社会において生物多様性を主流化するこ
とにより、生物多様性の損失の根本原因に対処する。

　国全体として生物多様性の保全に取り組んでいくために、各個人が生物多様性の価
値を理解し持続的に利用する重要性を認識している社会、生物多様性に有効な影響を
及ぼす活動を奨励し、生物多様性を保全する活動に必要な予算が確保されている社会、
および地域社会、民間企業、政府といった様々なレベルの関係者が、自然の恵みを持
続的に利用するための計画を実施している社会の実現に関する 4つの目標が決められ
ています。

生物多様性への直接的な圧力を減少させ、持続可能な利用を促
進する。

　生物多様性に悪影響を与えるような活動を抑制し、自然の恵みを
持続的に利用していくための取組みを促進するために、野生生物の
生息地が十分に確保されている社会、あるいは水産業をはじめとす
る一次産業が、自然の恵みを持続的に利用できるような社会、およ
び外来種や気候変動等を含めた、自然界を汚染するような人間活動
が行われない社会の実現に関する 6つの目標が決められています。

生態系、種及び遺伝子の多様性を守ることにより、生物多様性
の状況を改善する。

　生物多様性を保全し、生物多様性を豊かにしていくために、
生物多様性と生態系サービスに特別に重要な地域が保全管理さ
れている社会、および農作物や家畜を含めた、生物や遺伝子の
多様性が保護されているの社会の実現に関する 3つの目標が決
められています。

【新戦略計画・愛知目標
　　      （ポスト2010年目標）】

戦略目標Ａ

戦略目標Ｂ

戦略目標Ｃ



20項目の愛知目標については「条約新戦略計画・愛知目標（環境省仮訳）」を下記の 
ホームページで確認できます。

http://www.env.go.jp/nature/biodic/kaiyo-hozen/conf/04/ref04.pdf

生物多様性及び生態系サービスから得られる全ての
人のための恩恵を強化する。

　世界中の人々が自然の恵みを十分に受けるために、生態系が水に関連
するもの含む基本的なサービスを全ての人々に供給することにより、健康、生活、福
利に貢献している社会、劣化した生態系を回復し、気候変動や砂漠化といった問題解
決に貢献している社会、および遺伝資源を含めた自然の恵みを公正かつ衡平に受けら
れるように配慮されている社会の実現に関する、3つの目標が決められています。

参加型計画立案、知識管理と能力開発を通じて実施を強化する。

　教育や技術開発を通じて、地域住民が参加しながら豊かな自然の恵みを受け続ける
ために、生物多様性を保全するための知識や技術が進み、生物多様性を効果的に保全
している社会、先住民や地域社会の伝統的知識が尊重される社会、そして地球全体で
生物多様性を保全するために必要となる資金が十分に確保されている社会の実現に関
する 4つの目標が決められています。

戦略目標Ｄ

戦略目標Ｅ
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このパンフレットは平成23年度独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の
助成を受けて制作されました。

アカウミガメ（Caretta caretta）
雑食性で、魚類、甲殻類、頭足類等を餌としている。亜熱帯域を中心に分
布し、日本は北太平洋における重要な産卵地となっている。稚亀は日本沿
岸で孵化した後にカリフォルニア沖で成長し、再び繁殖のために日本に
戻ってくる可能性が示唆されている。自然界での海亀類の成長に関する情
報については不明な点が多い。
日本における産卵個体数については、増加傾向を示していた 1980 年代後
半以降、1990 年代に入ると減少傾向に転じ、1997 年には最少となった。
その後、増減を繰り返していたが、近年では増加傾向にあるとされている。
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